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岩手山　　　　　　　　　　　　　東北大P１

図２．岩手山における震源分布．(a) 2001年6月～10月15日，(b) 1998年1月～2001年5月．

図1．岩手山とその周辺における震源分布．(a)2001年6月～10月15日，(b) 1998年1月～2001年5月．丸印が高周
波地震，星印が低周波地震．
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図3．1998年1月～2001年10月15日の (a) 地震の積算度数の時間変化（太い破線：犬倉山から黒倉山，実線：大地
獄から東側，細い破線：東山腹下の低周波地震），(b) 震央を東西に投影した時空間分布図，(c) M-T図．丸
印が高周波地震，星印が低周波地震． 
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図４．岩手山周辺の歪計の記録．1998年1月～2001年10月15日のYKB・ANS・GNBの体積歪変化．底部は図
3(c)と同じくM-T図．

岩手山　東北大Ｐ３







(b) CUMULATIVE NUMBER OF SEISMIC EVENTS
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図１．(a)1998年６月1日から2001年10月5日までの吾妻観測点で記録されたS-P時間1.5秒以内,
振幅400nm/s以上の火山性微小地震の１時間毎の発生数と(b)積算個数．
(c)吾妻山付近の微動の発生状況．微動の最大振幅と継続時間を菱形の幅と高さで示す．
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(c) AMPLITUDE AND DURATION OF TREMOR
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AKH, RNG :短周期地震計（テレメータ）；TBT,BWS: 広帯域地震計(テレメータ）
URB：短周期（テレメータ），広帯域地震計（現地収録）; AKN, TYZ: 広帯域地震計（現地収録）

KNGM,URBN,OSPA,BWSW,SHMZ�:ＧＰＳ（ダイアルアップ）
BND:水管傾斜計(テレメータ方式),気泡型傾斜計(現地収録)

地殻変動観測点（ＧＰＳ，傾斜計）配置図

BWS

図１．磐梯火山周辺の地震・地殻変動観測点．
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(b) CUMULATIVE NUMBER OF SEISMIC EVENTS
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(a) HOURLY NUMBER OF SEISMIC EVENTS
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(c) AMPLITUDE AND DURATION OF TREMOR

図２．(a)2000年4月1日から2001年10月18日までの磐梯観測点で記録されたS-P時間1.5秒以内,
振幅500nm/s以上の火山性微小地震の１時間毎の発生数と(b)積算個数．(c)微動の発生状況．
微動記録の最大振幅と継続時間を菱形の幅と高さで示す．
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図３．2000年7月から2001年10月15日までの磐梯山直下の火山性地震震源分布.
．
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火山性地震の震源分布の時空間変化
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磐梯山で観測された長周期成分を含む微動（2001年8月23日）

磐梯山 東北大Ｐ１０

図４．磐梯山周辺観測点の広帯域地震計（STS-2:URB,TBT,BND,BWS;Lenartz20s:AKN,TYZ)で記録された
2001年8月25日15時46分の微動速度波形記録. (a)３成分波形記録例．(b)震源域に最も近いAKN観測点の
上下動記録の変位スペクトル．約0.1Hz, 0.5Hz, 3 Hzにスペクトルピーク(矢印)が認められる．
(c)バンドパスフィルター（0.04-0.12 Hz)をかけたAKN上下動記録．

(a) (b)

(c)

AKN 振動軌跡

図５．微動の長周期成分(10s)の振動軌跡の水
平面への投影図．各観測点の振動軌跡の長軸は
AKN観測点に向かい，AKN観測点の軌跡は上下方
向に振動していることから，微動の長周期成分
の震央はほぼAKN観測点の位置と推定される．
深さは振幅分布より約5kmと求められる．
2000年6月から2001年5月までに決定された火山
性微小地震(○)，微動(◆)，長周期成分を含む
微動の短周期成分初動部（星印）とは約 3 km
離れている．

磐梯山では2000年5月10日より長周期成分を含む微動が数ヶ月に１個程度観測されていたが，
2001年8月23日にこれまでで最大規模のイベントが発生した．波形の特徴やその発生位置に
これまでのイベントと顕著な違いは認められない．
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(c) OSPA-KNGM

図６．磐梯山周辺のＧＰＳ観測網における基線ベクトル３成分（NS, EW, UD）ならびに基線長(L)の時間変化．
(a)裏磐梯(URBN)-剣ヶ峰(KNGM)，(b)裏磐梯(URBN)-押立温泉(OSPA)．(c)押立温泉(OSPA)-剣ヶ峰(KNGM)，�
年周変化を超える有意な変化は認められない．
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(f) SHMZ-BWSW

図６.（続き）(d)裏磐梯(URBN)-びわ沢(BWSW)，(e)裏磐梯(URBN))-清水平(SHMZ)，
(f)清水平(SHMZ)-びわ沢(BWSW).
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